
神奈川県

被災宅地危険度判定士 実務研修会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会
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調査票 手引き-14～17

擁 壁 宅地地盤／のり面・自然斜面

（様式－１）

手引き-１４、１５

（様式－２）

手引き-１６、１７



• 調査票は被災宅地１宅地に１枚作成

• 同一宅地の複数の被災は、調査票を複数作成

共通事項は省略可

• 調査票への記入は現地踏査時に行う

• 記入者は調査班ごとに決めておく

整理は、調査班において相互確認

• 調査票を基に結果一覧表を作成 今回は実施せず

被害状況調査－危険度判定票の原則 手引き-1
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調査票の記入 手引き-20
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基本事項

被災状況の項目
（被災項目）

写真、特記事項

被災状況図
（平面図、断面図）
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調査票の記入（基本事項） 手引き-1､20

・調査日時 本日

・地震名 相模トラフ地震

・調査番号 実務研修－班番号－箇所記号

・被災発生箇所 神奈川県大和市大和南１－８－１

・所有者氏名 神奈川 太郎

・所有者連絡先 ０４５－２１０－６２５７



擁壁（様式－１）

宅地地盤／のり面・自然斜面（様式－２）
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現地で確認 ・記入

調査票の記入 （被災状況図） 手引き-2､20､24



7

断面図

今回は貼付済み 現地でスケッッチ

平面図

住宅地図は、尺度を持っているが、

手書きの場合は、概略の延長が

分かるように記入する。

高さ、幅の規模を記入。

延長（奥行き）も記入するとよい。

数字はしっかりと書く。

調査票の記入 （被災状況図） 手引き-2､20
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・今後予想される危険性

・応急措置がとられている場合はその内容

・応急措置がとられていない場合は取るべき措置

・住民の方にアドバイスした事項

・被災宅地の周辺の状況等

調査票の記入 （特記事項） 手引き-2､20



危
険
度
判
定

宅地擁壁

基礎点

変状点

評価点
（基礎点＋変状最大値）

宅地地盤
評価点

（変状最大値＋加算点）

のり面

危険度を判定

※自然斜面含む

・被害状況調査をもとに
宅地毎の判定を行う

危険度判定の実施 （宅地擁壁） 判定マ-１２
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変状点

加算点
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宅地擁壁の危険度判定手順 手引き-１５

（様式－１）宅地擁壁 (手引き-15)

擁壁の基礎的条件

擁壁の種類・高さ・勾配等を記入

基礎点

擁壁の位置関係と基礎点項目の配点

変状程度の判定と変状点の配点

変状程度（大・中・小）を判定

変状のチェックは複数記載が可

変状点の最大値を抽出する

危険度判定

判定値＝基礎点＋変状点



点 数
判定
区分

判 定（※要約）

4.5点
未満

小
小さな傷害は補修、雨水侵入を防止す
れば、当面の危険性は少ない

4.5点
～8.5点
未満

中
変状は顕著、経過観察及び継続的に点
検、必要に応じ勧告、改善命令、防災
工事の必要性の要検討

8.5点
以上

大
変状が特に顕著で危険、早急に勧告、
改善命令、防災工事の実施
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調査済宅地

要注意宅地

危険宅地

宅地擁壁の被害の評価 判定マ-３６
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擁壁の基礎的条件

（様式－１）宅地擁壁 (手引き-15)

擁壁の基礎的条件

擁壁の種類・高さ・勾配等を記入



① 練 石 積

② 増 積 み

③
コンクリート系
（プレキャスト含む）

④ 二 段

⑤ 張出し床版付

⑥ 空 石 積

表3-5 擁壁の種類 判定マ-18
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練石積

14

増積み ＜不適格擁壁＞



コンクリート系（プレキャストを含む）
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二段 ＜不適格擁壁＞
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張出し床版付 ＜不適格擁壁＞

空石積 ＜不適格擁壁＞
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基礎点

（様式－１）宅地擁壁 (手引き-15)

基礎点

擁壁の位置関係と基礎点項目の配点



区分 項目 分類
配点

備考
Ａ Ｂ

基
礎
点

地
盤
条
件

湧水

乾燥 ０ 0
擁壁背後地盤からの擁
壁面に対する湧水程度
を示したものである。

湿潤 0.4 0.2

にじみ出し･流出 0.8 0.4

構
造
諸
元

排水

施設等

Ⅲ 0 0 ブロック積・雑割積等の
空積みでは、背面排水
施設の設置状況のみに
ついて区分する。

Ⅱ 0.4 0.2

Ⅰ 0.8 0.4

擁壁高さ

H≦1m 0 0

Ｈ：最大地上高さ

1m＜H≦3m 0.2 0.1

3m＜H≦4m 0.4 0.2

4m＜H≦5m 0.6 0.3

5m＜H 0.8 0.4

擁壁の基礎点項目と配点表
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影響範囲

１．７Ｈ

Ｈ

１．０Ｈ

重要度が高い

• ケースＡ：影響範囲に建物・道路が存在する

• ケースＢ：影響範囲に建物・道路が存在しない

建物、道路との位置関係 判定マ-１９
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手引き－１４



湧水の状況分類表 判定マ－20
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表３－７ 湧水の状況分類表①湧水



排水施設等の設置状況分類表 判定マ－２２
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表３－１０ 排水施設の設置状況分類表②排水施設



擁壁の高さ 判定マ－２４
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表３－１３ 擁壁の高さの配点

③擁壁の高さ

擁壁高さは地上からの高さ



一般擁壁 ⇒ 見付け高さ

擁壁の高さ 増積み擁壁⇒ 増積部分＋擁壁部分

二段擁壁 ⇒ 上段＋下段

擁壁の高さ 手引き-5
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増積部分

上段

下段

擁壁部分
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基礎点の配点 手引き-6

（様式－１）宅地擁壁 (手引き-15)

「①湧水＋②排水施設＋③擁壁の高さ」の合計値
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変状程度の判定と配点 判定マ１３～１４

（様式－１）宅地擁壁 (手引き-15)

配点表

変状の程度の
概要説明



擁壁の変状の程度「大・中・小」の説明 １、クラック

項目／程度 小 中 大

練石積
クラック 2㎜未満 2㎜～20㎜未満 20㎜以上
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項目／程度 小 中 大

コンクリート系
クラック

2㎜未満 2～5㎜未満 5㎜以上

（コンクリート系）



擁壁の変状の程度「大・中・小」の説明 ２、水平移動

項目／程度
小 中 大

水平移動 5㎜未満
の隙間（変位）

5㎜～50㎜未満
の隙間（変位）

50㎜以上
の隙間（変位）
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伸縮目地の前後のずれで判断



擁壁の変状の程度「大・中・小」の説明 ３、不同沈下／目地開き

項目／程度 小 中 大

不同沈下
／目地開き

5㎜未満の

目地の上下ずれ

又は左右の開き

5㎜～50㎜未満の

目地の上下ずれ

又は左右の開き

50㎜以上の
目地の上下ずれ
又は左右の開き
滑動、転倒の
おそれ有り
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擁壁の変状の程度「大・中．小」の説明 ４、ハラミ

項目／程度 小 中 大

ハラミ
小規模のハラミ及び
中抜け(積石が1～2個
抜け落ちる)

宅地地盤に

テンションクラック無し
円弧すべりのおそれ無し

宅地地盤に

テンションクラック有り
円弧すべりのおそれ有り
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擁壁の変状の程度「大・中・小」の説明 ５、前傾／倒壊

項目／程度 小 中 大

前傾／倒壊

擁壁が前面地盤に

対し垂直以下

(コンクリート系は
天端50㎜未満の前傾)

擁壁が前面地盤に

対し垂直以上

(コンクリート系は
天端50㎜以上の前傾)

擁壁が前傾倒壊して、
その機能を失ってい
る
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擁壁の変状の程度「大・中・小」の説明 ６、折損（練石積）

項目／程度 小 中 大

折損

（練石積） クラックを境に

わずかに角度をなし
ている

クラックを境に明らかに
角度をなしており、抜石
があり、裏込コンクリー
トが見える

一見しても大であ
ると判るもの
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擁壁の変状の程度「大・中・小」の説明 ６、折損（コンクリート系）

項目／程度 小 中 大

折 損
（ｺﾝｸﾘｰﾄ）

クラックを境に

わずかに前傾してい
る

クラックを境に

前方に前傾している

クラックを境に前傾し
ている

又は、1㎜でもせん断
破壊があり、後傾して
いる
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擁壁の変状の程度｢大・中・小｣の説明 ７、崩壊 練石積,空石積擁壁

項目／程度 小 中 大

崩 壊

中間辺りから上が
滑っている

基礎部を残して
滑っている

機能を果たして

いない
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擁壁の変状の程度「大・中・小」の説明 ８、張り出し床版支柱の損傷

項目／程度 小 中 大

張出し床版付
擁壁の支柱
の損傷

支柱にひびが入って
いる

支柱のコンクリート
がはがれて鉄筋が
露出している

支柱にせん断破壊が
生じている
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擁壁の変状の程度「大・中．小」の説明 １０、排水施設の変状

項目／程度 小 中 大

排水施設
の変状

天端排水溝にずれ、
欠損がある。又は天端
背面、舗装面にクラッ
クが見られる

左に加え、擁壁のク
ラック又は目地からの
湧水があり、ポット
ホールも見られる

水抜孔の詰まり、破損
があり、排水機能が失
われている

35
擁壁の種類には関係なく採点する



擁壁の種類には関係なく採点する
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擁壁の変状の程度の説明 ９、基礎、基礎地盤の被害、１１、水道管の破裂
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宅地擁壁の危険度の判定

（様式－１）宅地擁壁 (手引き-15)

1.6 8.0

9.6

擁壁の種類 ： 増積み擁壁 ＲＣ造
全高さ ５．１m 増積部 １．０m

基礎点（ケースＡ）
①湧水 ⇒ 乾燥：０点
②排水施設 ⇒水抜穴無、背面水阻止無：０．８点
③高さ ⇒ ５ｍ＜Ｈ ：０．８点
基礎点 ＝ ①＋②＋③ ＝ １．６点

変状点（増積）
クラック ⇒ 中 ：４点
水平移動 ⇒ 大 ：６点
不同沈下 ⇒ 大 ：８点
変状点（最大値） ＝ ８点

1.6



①緊急度

大 → すぐに措置が必要である

交通が困難、家屋の崩壊、二次災害が発生
中 → ある程度の日数は放置可能。やや交通困難、

財産の被害みられ、長期間の放置は危険

小 → ある程度の期間は放置可能。交通への支障

小、家屋被害小、構造物人命への危険なし。
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所見の記入 手引き-3

②拡大の見込み

「拡大の見込み」の有無は、

危険度の評価、緊急度、現場の状況…ｅｔｃ
総合的に勘案して「評価」する。



危
険
度
判
定

宅地擁壁

基礎点

変状点

評価点
（基礎点＋変状最大値）

宅地地盤
評価点

（変状最大値＋加算点）

のり面

危険度を判定

※自然斜面含む

・被害状況調査をもとに
宅地毎の判定を行う

危険度判定の実施 （宅地地盤） 判定マ-３７
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変状点

加算点
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（様式－２）宅地地盤／のり面・自然斜面

宅地地盤の危険度判定手順 手引き-１７

のり面／自然斜面の基礎的条件

のり面高さ・勾配等を記入

変状程度の判定と変状点の配点

変状程度（大・中・小）を判定

変状のチェックは複数記載が可

変状点の最大値を抽出する

加算点変状のある場合は＋１点

危険度判定

判定値＝変状点＋加算点
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宅地地盤の変状状態と配点 判定マ-３７

26年度マニュアル改定により

大きく配点が変更された



点数
判定

区分
判定

1～3点 小
変状は見られるが当面は防災上の問題は
ない。

4～7点 中
変状が著しく、当該住宅に立ち入る場合は、
時間、人数を制限するなど十分注意する。
また、変状が進行していれば避難も必要。

8～10点 大
変状等が特に顕著で危険である。避難立入
禁止措置が必要。
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調査済宅地

要注意宅地

危険宅地

宅地地盤の被害の評価 判定マ-37



危
険
度
判
定

宅地擁壁

基礎点

変状点

評価点
（基礎点＋変状最大値）

宅地地盤
評価点

（変状最大値＋加算点）

のり面

危険度を判定

※自然斜面含む

・被害状況調査をもとに
宅地毎の判定を行う

危険度判定の実施 （のり面・自然斜面） 判定マ-５０
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変状点

加算点
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（様式－２）宅地地盤／のり面・自然斜面

のり面・自然斜面の危険度判定手順 手引き-１７

のり面／自然斜面の基礎的条件

のり面高さ・勾配等を記入

変状程度の判定と変状点の配点

変状程度（大・中・小）を判定

変状のチェックは複数記載が可

変状点の最大値を抽出する

加算点変状のある場合は＋１点

危険度判定

判定値＝変状点＋加算点
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のり面・自然斜面の変状状態と配点 判定マ-50



点数
判定

区分
判定

1～3点 小
変状は見られるが当面は防災上の問題は
ない。

4～7点 中
変状が著しく、当該住宅に立ち入る場合は、
時間、人数を制限するなど十分注意する。
また、変状が進行していれば避難も必要。

8～10点 大
変状等が特に顕著で危険である。避難立入
禁止措置が必要。
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調査済宅地

要注意宅地

危険宅地

のり面・自然斜面の被害の評価 判定マ-50



判定実習手順

STEP1

STEP２

STEP３

模型Ｂ

STEP４

模型Ａ

模型Ｃ

出入口側

調整員テーブル 調整員テーブル 調整員テーブル

舞台側

□判定実習の流れ ※第1班を例として
STEP１ 模型の実測 （10分）
↓

STEP２ 調整員テーブルで報告 （10分）
↓

STEP３ 調整員役として質疑応答 （10分）
↓

STEP４ 次の模型へ

□模型実測の順番
模型A １班 → ２班 → ３班 → ４班 → ５班 →

６班 → 7班 → ８班 → ９班

模型B ４班 → ５班 → ６班 → ７班 → ８班 →
９班 → １班 → ２班 → ３班

模型C ７班 → ８班 → ９班 → １班 → ２班 →
３班 → ４班 → ５班 → ６班

□会場内配置

･･･班
（※第1班を例）



判定活動の一日の流れ

（１）指定場所（実施本部等）へ集合

（２）ミーティング

（３）各班毎に現地へ移動

（４）判定活動 外業

（５）実施本部へ移動

（６）判定結果のとりまとめ

（７）判定調整員へ報告 内業

（８）翌日の判定活動の確認

（９）解散



１､実施本部集合、２､ミーティング

・注意事項
・判定地域の説明
・資料配付（判定地域までの地図、住宅地図、判定表、ステッカー、

説明用リーフレット等）
説明用リーフレット



４、判定活動（役割分担）

役割分担

写真撮影
判定票記入

計測

ホワイトボード



４、判定活動（ホワイトボードの記載例）

実務研修－○－△

班番号

箇所記号



被災写真の撮影要領 判定マ－１１

表２－２ 調査における被災写真撮影要領

１、被写体に関する記事の写し込み（ホワイトボード等に書き込み）

■必 須 :  災害名称、整理番号、撮影年月日・時間、被災地住所

２、撮影範囲等

一つの被写体について、全景写真、局部写真を各１枚以上

３、撮影に当たっての留意事項

■全景写真 ： 被害の始点と終点がわかるように。

局部写真との位置関係がわかるように。

■局部写真 ： 目立つ建物、構造物等を入れ撮影箇所がわかるように。

ポール、コンベックス等を利用し、被災対象物の長さ、幅

深さ、移動量等がわかるように。

擁壁などの被災は、破損していない部分を入れて撮影。

４、写真の整理は、平面図や調査票と対応できるように。



４、判定活動（写真撮影）

全景写真

全景写真

局部写真

判定結果
貼付状況
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ステッカーによる現地表示

４、判定活動（判定ステッカー）



６、判定結果のとりまとめ

・判定票のチェック、図面の補足、写真の整理等



７、判定調整員への報告

■判定票、写真、メモした被災状況図等により説明
・判定結果 ・被災の状況 ・周囲の状況
・今後予想される危険性（拡大の見込み、緊急度）
・応急処置の内容 ・住民の方への説明状況



以下参考資料

■ 宅地地盤の調査票

■ のり面・自然斜面の調査票



危
険
度
判
定

宅地擁壁

基礎点

変状点

評価点
（基礎点＋変状最大値）

宅地地盤
評価点

（変状最大値＋加算点）

のり面

危険度を判定

※自然斜面含む

・被害状況調査をもとに
宅地毎の判定を行う

危険度判定の実施 （宅地地盤） 判定マ-３７
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変状点

加算点
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（様式－２）宅地地盤／のり面・自然斜面

宅地地盤の危険度判定手順 手引き-１７

のり面／自然斜面の基礎的条件

のり面高さ・勾配等を記入

変状程度の判定と変状点の配点

変状程度（大・中・小）を判定

変状のチェックは複数記載が可

変状点の最大値を抽出する

加算点変状のある場合は＋１点

危険度判定

判定値＝変状点＋加算点
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宅地地盤の変状状態と配点 判定マ-３７



点数
判定

区分
判定

1～3点 小
変状は見られるが当面は防災上の問題は
ない。

4～7点 中
変状が著しく、当該住宅に立ち入る場合は、
時間、人数を制限するなど十分注意する。
また、変状が進行していれば避難も必要。

8～10点 大
変状等が特に顕著で危険である。避難立入
禁止措置が必要。
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調査済宅地

要注意宅地

危険宅地

宅地地盤の被害の評価 判定マ-37



宅地地盤の変状程度「大・中・小」の説明 １、クラック

項目／程度 小 中 大

クラック

3㎝未満 3～15cm未満
又は 複数

15㎝以上
又は 全面

１ ３ ５
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項目／程度 小 中 大

陥 没
（深さ）

20㎝未満 20㎝～50cm未満 50㎝以上

２ ４ ６
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宅地地盤の変状程度「大・中・小」の説明 ２、陥没

地中の異物や空洞による変状



項目／程度 小 中 大

沈 下
10cm未満 10～25㎝未満 25㎝以上

２ ４ ７
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宅地地盤の変状程度「大・中・小」の説明 ３、沈下

地盤の性状に起因した変状



項目／程度 小 中 大

段 差
20㎝未満 20～50㎝未満 50㎝以上

３ ５ ８
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宅地地盤の変状程度「大・中・小」の説明 ４、段差

地震動の衝撃等による変状



項目／程度 小 中 大

隆 起
20㎝未満 20～50㎝未満 50㎝以上

７ ８ ９

66

宅地地盤の変状程度「大・中・小」の説明 ５、隆起



項目／程度 小 中 大

湧水・噴砂
湧水や噴砂の有無、液状化を確認する

大中小ではなく有無を確認し、１点数を加算
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宅地地盤の変状程度「大・中・小」の説明 ６、湧水・噴砂

加算点変状
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宅地地盤の危険度の判定

（様式－２）宅地地盤／のり面・自然斜面

変状点
１、クラック ⇒ 中 ：３点
４、段差 ⇒ 大 ：８点
６、噴砂 ⇒ 有 ：加算１点

変状点 ＝ 最大値＋加算点 ＝９点

９



危
険
度
判
定

宅地擁壁

基礎点

変状点

評価点
（基礎点＋変状最大値）

宅地地盤
評価点

（変状最大値＋加算点）

のり面

危険度を判定

※自然斜面含む

・被害状況調査をもとに
宅地毎の判定を行う

危険度判定の実施 （のり面・自然斜面） 判定マ-５０
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変状点

加算点
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（様式－２）宅地地盤／のり面・自然斜面

のり面・自然斜面の危険度判定手順 手引き-１７

のり面／自然斜面の基礎的条件

のり面高さ・勾配等を記入

変状程度の判定と変状点の配点

変状程度（大・中・小）を判定

変状のチェックは複数記載が可

変状点の最大値を抽出する

加算点変状のある場合は＋１点

危険度判定

判定値＝変状点＋加算点
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のり面・自然斜面の変状状態と配点 判定マ-50



点数
判定

区分
判定

1～3点 小
変状は見られるが当面は防災上の問題は
ない。

4～7点 中
変状が著しく、当該住宅に立ち入る場合は、
時間、人数を制限するなど十分注意する。
また、変状が進行していれば避難も必要。

8～10点 大
変状等が特に顕著で危険である。避難立入
禁止措置が必要。
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調査済宅地

要注意宅地

危険宅地

のり面・自然斜面の被害の評価 判定マ-50



のり面・自然斜面の変状の程度「大・中・小」の説明 １、クラック

項目／程度 小 中 大

クラック
（幅）

3㎝未満又は単数 3～15cm未満又は複数 15㎝以上又は全面

１ ２ ３
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項目／程度 小 中 大

ハラミ・
盤ぶくれ

10cm未満又は
1宅地ごとの
のり面等面積
に対し10%未満

10～30cm未満又は
1宅地ごとの
のり面等面積
に対し10～50％

30㎝以上又は
1宅地ごとの
のり面等に対し50%
以上

３ ４ ５
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のり面・自然斜面の変状の程度「大・中・小」の説明 ２、はらみ



項目／程度 小 中 大

ガリー浸食

クラックなどが誘
因となって雨滴に
よる浸食が現れは
じめた段階

のり面の表土が雨
裂に陥没するなど
放置していると被
害が広がるおそれ
のあるもの

洞穴状や滝壼状に
ガリーが進展して
家屋の基礎やのり
面等の下側に被害
を及ぼすような状
態

６ ７ ８
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のり面・自然斜面の変状の程度「大・中・小」の説明 ３、ガリー浸食
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ガリー浸食



項目／程度 小 中 大

滑落・崩落
部分的な表層す
べり、又はのり
面上部の小崩壊

表層すべりが進ん
でえぐり取られた
ような状態放置す
ると拡大するおそ
れのあるもの、又
はのり面中部まで
の崩壊

全面的なすべり崩
壊で、さらに拡大
のおそれがあるも
の、又はのり面底
部を含む全崩壊

７ ８ ９
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のり面・自然斜面の変状の程度「大・中・小」の説明 ４、滑落・崩壊



項目／程度 小 中 大

のり面保護
工の変状

のり枠の間詰め
陥没。ｺﾝｸﾘﾄ吹付
工にわずかにﾃﾝ
ｼｮﾝｸﾗｯｸが見られ
るが吹付工のず
れは認められな
い程度

のり枠の部分的な
破損。又コンク
リート吹付工のク
ラック部分で陥
没・ずれが見受け
られる

のり枠の浮上り破
壊。ｺﾝｸﾘｰﾄ吹付工
のラス金鋼が露出
し、ｺﾝｸﾘｰﾄ吹付面
にも破損が見受け
られる

７ ８ ９
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のり面・自然斜面の変状の程度「大・中・小」の説明 ５、のり面保護工



のり面保護工の変状
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項目／程度 小 中 大

排水施設
の変状

天端排水溝にず
れ、欠損がある又
は、天端背面、舗
装面にクラックが
見られる

左に加え、のり面の
クラック、又は目地
からの湧水がある

排水溝が破断沈下
するなど、排水機能
が失われている

３ ５ ７
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のり面・自然斜面の変状の程度「大・中・小」の説明 ６､排水施設の変状



排水施設の変状
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項目／程度 小 中 大

のり面内の水道
管等の破裂

破裂して水が流出している

８

湧水・落石
転石

湧水・落石・転石の有無を確認する

大中小ではなく有無を確認し、１点を加算

82

のり面・自然斜面の変状の程度の説明
７､水道管の破裂 ８､湧水・落石・転石
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（様式－２）宅地地盤／のり面・自然斜面

変状点

４、滑落・崩壊 ⇒ 大 ：９点

７、落石・転石 ⇒ 無 ：加算０点

変状点 ＝ 最大値＋加算点 ＝９点

９

のり面・自然斜面の危険度の判定



公益社団法人
全国宅地擁壁技術協会

84


